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愛知県立大学日本文化学部履修規程 

 

第1章  総  則 

（趣旨） 

第1条 この規程は、愛知県立大学学則（平成19年愛知県公立大学法人第17号、以下「学

則」という。）に基づき、愛知県立大学日本文化学部（以下「日本文化学部」という。）

における授業科目、単位数、履修方法等に関し、必要な事項について定めるものとす

る。 

（教育研究目的） 

第2条 日本文化学部は、国語国文学科と歴史文化学科の2学科で構成する。自らがそ

の構成員として生きる、社会的・文化的な枠組としての日本を、学問研究の対象とし

て見つめる、人文科学系・社会科学系の学部である。2学科で構成する本学部では、

言語と文学ならびに歴史と社会という視点によって、複眼的かつ総合的に教育研究す

る。つまりそれは、文化創造活動の根本原理とその具体的な現れを、長い時代幅にお

ける変化と発展に即して、価値ある将来展望を見出す目的のもとに探究するものであ

る。国際社会における文化交流が進展し、地球規模で解決すべき問題が次々に現れて

いる。その中にあって、地に足をつけた地域固有の文化創造活動の必要性がいよいよ

高まりつつある。それが、人々の主体性を立ち上げる根拠になる。 

2   国語国文学科が研究対象とする中心的な分野は、国語学・国文学・漢文学である。

それら文字文化研究を軸に、日本の文化伝統とその現状に関する高度な知識と深い理

解力を養う。自国の言葉と文学における独自性と普遍性の解明を通じ、真理を見極め

る考察力、判断力を涵養し、バランスのとれた人間性を培う。また、この地域に伝え

られ守られてきた文字文化資料を積極的に研究対象とすることで、地域社会との連携

を充実させ、その成果を学内外の教育に活用し、広く社会に発信する。 

3   歴史文化学科は、国際社会や列島諸地域の有機的交流によって析出された、日本の

歴史と文化を教育研究対象とする。日本の歴史に即した通時性、現代社会を見据える

共時性、文化の比較による相対性を三本柱とし、真理探究の人間的精神の獲得と、理

想価値の実現を目指す。歴史意識を涵養し、地域の社会文化を掘り下げ、諸文化を比

較考量し、その成果を教育に生かすとともに、諸媒体を通じて継続的に発信する事業

を進める。 

 

   第2章 授業科目及び単位 

（授業科目及び単位数等） 

第3条 授業科目は、教養教育科目（APU教養コア科目、世界を理解する、地域を掘り

下げる、社会に生きる、科学と人間を深める及びAPU教養特別科目）、専門教育科目、

免許・資格に関する科目及び学術交流協定大学留学生対象科目とする。 

2  教養教育科目及び専門教育科目の授業科目及びその単位数並びに履修方法は、それ
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ぞれ別表1及び別表2のとおりとする。 

3  学術交流協定大学留学生対象科目の授業科目及び単位数は、別表のとおりとする。 

 

（卒業必修単位） 

第4条 卒業に必要な単位は、124単位とする。 

2  授業科目の設置単位を超えて履修することはできない。 

3  1年間に卒業の要件として履修できる単位数の上限は48単位とする。ただし、教授

会が特に認めた場合はこの限りでない。 

（単位の計算） 

第5条 単位の計算は、次の基準により計算するものとする。 

(1)  講義及び演習は、15時間の授業をもって1単位とする。 

(2)  実験、実習及び実技は、30時間の授業をもって1単位とする。 

 

   第3章  履修上の留意点 

（外国語科目の修得単位の取扱い） 

第6条 外国人留学生等（外国において相当の期間中等教育を受けたもので、日本語科

目等の教育が必要であると認めた者を含む。）は、母語を外国語科目として選択した

場合、卒業必修単位に算入できない。ただし、特に事由がある場合にはこの限りでな

い。 

（他学科及び他学部開設科目の履修） 

第7条 学部内の他学科において開設されている専門教育科目を履修して修得した単

位は、8単位まで卒業必修単位に算入することができる。 

2   他学部において開設されている専門教育科目の履修を希望する者は、教授者とその

学生が所属する学科の承認を得て、当該科目を履修することができる。その修得単位

は、8単位まで卒業必修単位として算入することができる。 

（同一科目単位の取扱い） 

第8条 既に単位を修得した授業科目は、再度履修をすることはできない。ただし、8

単位の科目で1年間に1科目4単位ずつ、4単位の科目で1年間に1科目2単位ずつ設置さ

れているものについては、設置単位まで再度履修できる。 

（留学生対象の科目） 

第9条 留学生対象の科目は、外国人留学生等のみが履修し、教養教育科目必修単位に

算入することができる。 

（早期卒業希望者の履修の特例） 

第10条 早期卒業希望者で2年次終了時に第21条第1号から第3号までの条件に該当す

る者は、3年次に在籍年次を超え、また年間に修得できる単位の上限を超えて科目を

履修することができる。 
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   第4章 履修の届出 

（履修登録） 

第11条 学生は、当該年度に履修する全授業科目名等を所定の期日までに所定の様式

により学務課へ履修登録をしなければならない。 

2   未登録の授業科目については、単位を認定しない。 

（履修登録の変更等） 

第12条 履修登録の変更は、開講後所定の期日までに行うことができる。 

2   年度始めに履修登録を行わなかった学生は、この期間に限り登録の追加をすること

ができる。 

 

第5章 試験及び成績評価 

（試験） 

第13条 試験は、学期又は学年の終わりに、その学期又は学年中に履修した授業科目に

ついて、筆記、口述、論文提出等の方法により行う。 

2  出席時間数が当該授業実施時間数の3分の2に満たない学生には、受験資格を与えな

い。 

3 前項にかかわらず、免許・資格に関する授業科目については、その免許・資格につ

いての規則に出席時間数に関して特段の定めのある場合、その定めに従うものとする。 

（成績評価） 

第14条  成績の評価は、前条の試験及び平素の学修状況等を総合して決定する。 

2   成績評価は、Ｓ（100点満点で90点以上）・Ａ（80点以上90点未満）・Ｂ（70点以

上80点未満）・Ｃ（60点以上70点未満）・Ｄ（60点未満）の5段階で表す。Ｓ・Ａ・

Ｂ・Ｃを合格として単位を認定し、Ｄは不合格として単位は認定しない。 

3 前項の成績評価に対して、Grade Point（以下「GP」という。）を設定し、履修登録

した授業科目のGPの平均値Grade Point Average（以下「GPA」という。）を算出する。 

 (1) GPは、Ｓを4点、Ａを3点、Ｂを2点、Ｃを1点、Ｄを0点とする。 

 (2) GPAは、GPと単位数の積の総和を単位数の総和で除し、少数第4位を四捨五入し、

小数第3位までを表示する。 

 (3) GPA算入対象科目は、所属する学科の履修規程別表にある授業科目とする。 

（成績評価に関する問い合わせ） 

第14条の2 前条における成績評価に疑義がある場合は、所定の期日までに所定の様式

により学務課へ成績評価に関する問い合わせをすることができる。 

（追試験） 

第15条  病気その他やむを得ない事由によって試験を受けることができなかったため

に追試験を希望する学生は、所定の用紙に診断書又は理由書を添付して、試験期間終

了後1週間以内に学務課に提出しなければならない。 

2   前項の事由が正当であると認められる場合は、追試験を受けることができる。 



１ － １１ 

（再試験） 

第16条  試験に不合格であった者に対する再試験は、行わない。 

（不正行為） 

第17条  修了試験において不正な行為があった学生に対しては、当該学期（通年の授

業科目については、当該学年）の全受講科目の履修を無効とする。 

（再履修） 

第18条  前期又は前年度までに単位を修得できなかった授業科目について、後期又は

後年度において再び履修して単位の修得をすることができる。 

（卒業論文の提出） 

第19条  卒業論文は、所定の期日までに題目届けを提出し、卒業学年の所定の期日ま

でに学務課へ提出しなければならない。 

（9月卒業） 

第20条  9月末日において所定の在学期間を満たし、当該学年の前期の受講科目の履修

によって卒業必修単位を修得できる者は、9月に卒業することができる。 

2   前項により9月に卒業を希望する者は、所定の期日までに、その旨学務課へ届け出

なければならない。 

（早期卒業） 

第21条  次の各号に規定する条件を全て満たす者は、学則第51条第2項に規定する早期

卒業をすることができる。 

 (1) 2年次終了時点で、修得した単位（既修得単位等を含む。）が90単位以上である

もの 

(2) 2年次終了時点で、GPAが3.500以上あるもの 

(3) 2年次終了時点で、3年次及び4年次の授業を同時に履修しても単位を修得するこ

とができると学科が判断し、教授会が認めたもの 

 (4) 卒業判定時のGPAが3.500以上あり、かつ学科が推薦する者のうち、教授会が認

めたもの 

 

第6章  教育職員免許状及び資格等の取得 

（免許状等の取得） 

第22条 日本文化学部に在学することによって教育職員免許、学芸員資格、司書教諭

資格を取得しようとする者は、この規程に定めるもののほか、それぞれの免許・資

格に関する履修規程の定めるところにより履修しなければならない。 

2   日本語教員課程の修了証を取得しようとする者は、この規程に定めるもののほか、

日本語教員課程に関する履修規程の定めるところにより履修しなければならない。 

3  グローバル実践教育プログラムを修了しようとする者は、この規程に定めるもの

のほか、グローバル実践教育プログラムに関する履修規程の定めるところにより履

修しなければならない。 
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第7章  雑 則 

（規程の改正） 

第23条 この規程を改正しようとするときは、教授会において構成員の3分の2以上の同

意を得なければならない。 

（施行細則） 

第24条 この規程に定めるもののほか、授業科目、単位数及び履修方法に関して必要

な事項は、教授会の議を経て、学部長が別に定める。 

 

 

 

   附 則 

この規程は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

（経過措置） 

2  改正後の履修規程は、平成 26 年度の入学生から適用し、平成 26 年 3 月 31 日に在学

する者については、なお従前の例による。ただし、再入学又は転入学をした者につい

ては、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

  附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、平成 29 年度の入学生から適用し、 

平成 29 年 3 月 31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学をした者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

3 第 13 条及び第 14 条については、前項の規定にかかわらず、平成 29 年 3 月 31 日に

在学する者にも適用する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、平成 31 年度の入学生から適用し、 

平成 31 年 3 月 31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、令和 3年度の入学生から適用し、 

令和 3年 3月 31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、令和 4年度の入学生から適用し、 

令和 4年 3月 31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

附 則 

（施行期日） 

1 この規程は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、令和 6年度の入学生から適用し、 

令和 6年 3月 31 日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、再入学

又は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者の例による。 

   附 則  

（施行期日） 

1 この規程は、令和7年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

2 改正後の履修規程は、令和7年度の入学生から適用し、 

 令和7年3月31日に在学する者については、なお従前の例による。ただし、

再入学又は転入学した者については、当該者の属する年次の在学者の例に

よる。 
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日本文化学部における卒業論文提出期限に関する申し合わせ 
 
日本文化学部履修規程第19条について、卒業論文提出期限を以下のよう

に定める。 
   卒業論文は、卒業学年の 12 月 20 日（日曜日又は土曜日の場合は次の月

曜日）午後 3 時までに学務課へ提出しなければならない。ただし、履修規
程第 20 条に基づく 9 月卒業の場合には、卒業論文の提出は、6 月 20 日（日
曜日又は土曜日の場合は次の月曜日）午後 3 時までとする。 



別表1 教養教育科目 

 

 

 

※1 「1言語8単位と他の1言語4単位」については、留学 

生に限り、「教養科目4単位」を「他の1言語4単位」 

にかえることができる。 

※2 「教養外国語ショートプログラム」の単位は、「外国 

   語科目」の必修単位に算入することができる。 

「教養外国語ショートプログラム」は、留学を目的と 

する言語について認定する。 

 

履修方法 

日本文化学部の学生は、36単位以上（APU教養コア科目4単

位、外国語科目及び外国語セミナーから12単位（同一言語

科目12単位又は同一言語科目8単位及び他の同一言語科目4

単位）、地域を掘り下げるから2単位、社会に生きるから2

単位、スポーツ実践演習を除く科学と人間を深めるから2単

位、スポーツ実践演習から2単位を含む。）を修得しなけれ

ばならない。 

 

 

  

I II III IV

多文化社会への招待 2 2 2

データサイエンスへの招待 2 2 2

APU教養
連携科目

グローバル社会の諸問題 2

多文化社会とコミュニケーション 2

Global Vision Talks 2

言語コミュニケーションと多様性 2

Japan's Interactions with Other Cultures 2

Japan Seen from Outside 2

原語で読む名著 2

英語Ⅰ 4 4

英語Ⅱ 4 4

ポルトガル語Ⅰ 4 4

ポルトガル語Ⅱ 4 4

フランス語Ⅰ 4 4

フランス語Ⅱ 4 4

スペイン語Ⅰ 4 4

スペイン語Ⅱ 4 4

ドイツ語Ⅰ 4 4

ドイツ語Ⅱ 4 4

中国語Ⅰ 4 4

中国語Ⅱ 4 4

ロシア語Ⅰ 4 4

ロシア語Ⅱ 4 4

韓国朝鮮語Ⅰ 4 4

韓国朝鮮語Ⅱ 4 4

日本語Ⅰ（留学生用） 4 4

日本語Ⅱ（留学生用） 4 4

教養外国語ショートプログラム ※2 2

Intercultural Seminars in English
 (英語セミナー）

4

Seminários interculturais em português
 (ポルトガル語セミナー)

4

Séminaires interculturels en français
(フランス語セミナー)

2

Seminarios interculturales en español
 (スペイン語セミナー)

2

Interkulturelle Seminare Deutsch
(ドイツ語セミナー)

2

跨文化汉语研讨班
(中国語セミナー)

2

APU教養
連携科目

エリアスタディーズ総論 2

フィールドで学ぶ社会 2

愛知の文化遺産 2

愛知の産業 2

東海地方と日本文学 2

日本の歴史と文化 2

アジアの歴史と文化 2

ヨーロッパの歴史と文化 2

北アメリカの歴史と文化 2

中南米の歴史と文化 2

アフリカの歴史と文化 2

APU教養
連携科目

ものづくりの現状と課題 2

日本国憲法 2

法学入門 2

政治学入門 2

経済学入門 2

社会福祉入門 2

比較文化社会 4

社会学入門 2

現代社会の諸問題 2

高度情報社会の理解 2

地域社会とキャリア構想 2

キャリア実践 2

日本語表現法 2

インターンシップ実践 2

キャリア展望―生き抜く力― 2

2

2

2

2

社
会
に
生
き
る

2

現
代
社
会

キ

ャ
リ
ア
・

プ
ラ
ニ
ン
グ

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

外
国
語
セ
ミ
ナ
ー

4

4

2

2

2

2

外
国
語
科
目

地
域
を
掘
り
下
げ
る

2

愛
知
・
日
本

2

2

2

2

2

諸
地
域
研
究

12
（1言語12単位
又は1言語8単
位と他の1言語

4単位）
※1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

世
界
を
理
解
す
る

2

多
文
化
理
解

2

2

2

APU教養
コア科目

計 必修単位科目群 科目名 設置年次および単位

2

I II III IV
APU教養

連携科目
いのちと防災の科学 2

教養のための科学 2

現代物理学 2

地球の科学 2

生活の中の化学 2

生命の科学 2

環境の科学 2

哲学入門 2

心理学入門 2

文学入門 2

芸術鑑賞入門 2

芸術表現（美術） 2

芸術表現（音楽) 2

情報リテラシー 2

メディア情報基礎 2

データサイエンスへの招待―実践編 2

生涯スポーツ論 2

健康とからだの科学 2

健康とこころの科学 2

健康生活学 2

スポーツ実践演習 2 2

教養留学修得科目 6

県大エッセンシャル 2

県大教養ゼミナール 4

36

APU教養
特別科目

6

2

4

計84科目

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
科
学

2

2

2

2

2

人
文
科
学

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

情
報
科
学

2

2

2

2

設置年次および単位 計 必修単位

科
学
と
人
間
を
深
め
る

2

自
然
科
学

2

科目群 科目名

2



別表2　専門教育科目

1　国語国文学科

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計

 日本文化学概論 4 4

 比較文化史 4 4

 世界の中の日本のことば・文学 4 4

 災害・文化・くらしの特別研究 2

 国文学基礎研究（上代） 4

 国文学基礎研究（中古） 4

 国文学基礎研究（中世） 4

 国文学基礎研究（近世） 4

 国文学基礎研究（近代） 4

 国語学基礎研究 4

 漢文学基礎研究 4

 国文学史（上代・中古） 2

 国文学史（中古・中世） 2

 国文学史（中世・近世） 2

 国文学史（近世・近代） 2

 国語学概説 4 4

 国語史 4 4

 漢文学 4

 国文学概論 4

 国文学各論（上代） 4

 国文学各論（中古） 4

 国文学各論（中世） 4

 国文学各論（近世） 4

 国文学各論（近代） 4

 国語学各論 4

 漢文学各論 4

 国文学特殊講義 4

 国語学特殊講義 4

 漢文学特殊講義 2

 国文学研究(上代） 8

 国文学研究(中古） 8

 国文学研究(中世） 8

 国文学研究(近世） 8

 国文学研究(近代） 8

 国語学研究(音韻・表記) 8

 国語学研究(文法・表現) 8

 漢文学研究 8

 国文学演習(上代） 8

 国文学演習(中古） 8

 国文学演習(中世） 8

 国文学演習(近世） 8

 国文学演習(近代） 8

 国語学演習(音韻・表記) 8

 国語学演習(文法・表現) 8

 漢文学演習 8

 卒業論文演習 4 4

 国文学実習 1

 国語学実習 1

 卒業論文 8 8

 書道Ⅰ 2 2

 書道Ⅱ 2 2

 言語学 4

 教科教育法（国語）Ⅰ 2

 教科教育法（国語）Ⅱ 2

 教科教育法（国語）Ⅲ 2

 教科教育法（国語）Ⅳ 2

 教育実習（中学校）Ⅰ 2 2

 教育実習（中学校）Ⅱ 2 2

 教育実習（高等学校）Ⅰ 2 2

 教育実習（高等学校）Ⅱ 2 2

学部共通科目

4

4

科目区分 授業科目
設置年次及び単位

必修単位

4

4

4

4

2

2

2

2

4

4

4

4

2

1

1

4

4

4

4

4

2

2

2

4

4

4

4

※2 20

学科基礎科目

学科基幹科目

4

4

4

4

※1 

4

8

4

4

4

4

4

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

8

 88単位 ※4 計（61科目 ）

※3

関連科目

教職科目

海外協定修得科目
 海外研修
　(文学・コミュニケーション)

8 8

4

2

2

2

卒業論文

1年間に1科目につき2単位まで

1年間に1科目につき4単位まで

教科教育法（国語）はⅠからⅣまで合わせて4単位内、

教育実習は（中学校）Ⅰから（高等学校）Ⅱまで合わ

せて4単位以内を卒業単位に算入することができる。

必修64単位を含めて、88単位以上を修得しなければ

ならない。

他学部及び他学科において開設されている専門教育

科目を履修して修得した単位は、それぞれ8単位まで

卒業必修単位に算入することができる。

※1

※2

※3

※4



2　歴史文化学科

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 計

 日本文化学概論 4 4  教科教育法（社会･地歴）Ⅰ 2  

 比較文化史 4 4  教科教育法（社会･地歴）Ⅱ 2

 世界の中の日本のことば・文学 4 4  教科教育法（社会・公民）Ⅰ 2

 災害・文化・くらしの特別研究 2  教科教育法（社会・公民）Ⅱ 2

 歴史文化学入門 2 2  教育実習（中学校）Ⅰ 2 2

 歴史文化学概論 2 2  教育実習（中学校）Ⅱ 2 2

 比較文化学概論 2 2  教育実習（高等学校）Ⅰ 2 2

 社会文化学概論 2 2  教育実習（高等学校）Ⅱ 2 2

 歴史文化学基礎演習Ⅰ 2 2  海外研修（海外文化事情） 8

 歴史文化学基礎演習Ⅱ 2 2

 比較文化学基礎演習Ⅰ 2 2

 比較文化学基礎演習Ⅱ 2 2

 社会文化学基礎演習Ⅰ 2 2

 社会文化学基礎演習Ⅱ 2 2

 日本史概説 2 2

 歴史地理学 4

 比較考古学 4

 歴史学（美術） 4

 歴史学（史学史） 2

 歴史学（地域） 4

 歴史学（比較） 4

 歴史学（社会） 4

 歴史学（思想・宗教） 4

 世界史総論 4

 世界史各論 2

 比較社会論 2

 社会思想史 2

 現代思想論 2

 文化交流史 4

 文化人類学総論 4

 比較法政治学 4

 メディア論 2

 地域文化論 2

 歴史社会学 2

 現代日本社会論 4

 地誌 4

 人文地理学 4

 日本民俗学 2

 地域社会学 4

 家族社会論 4

 歴史文化資料学(歴史文化 )Ⅰ 2 2

 歴史文化資料学(歴史文化 )Ⅱ 2 2

 歴史文化資料学(比較文化 )Ⅰ 2 2

 歴史文化資料学(比較文化 )Ⅱ 2 2

 歴史文化資料学(社会文化 )Ⅰ 2 2

 歴史文化資料学(社会文化 )Ⅱ 2 2

 近世文書演習 4

 古代・中世文書演習 4

 資料調査法 4

 外国語文献講読 4

 歴史文化学演習 4 4 8

 卒業論文 8 8

 生涯学習概論 2

 博物館概論 2

 博物館経営論 2

 博物館資料論 2

 博物館資料保存論 2

 博物館展示論 2

 博物館情報・メディア論 2

 博物館教育論 2

 博物館実習（事前事後指導） 2

 博物館実習 1 1

 自然地理学 2

 経済学 4

 国際法総論 4

2 2

8

学
科
基
礎
科
目

　基礎科目Ⅰ
　概論

2

4

　基礎科目Ⅱ
　基礎演習

4

海外協定修得科目

設置年次及び単位
必修単位

学部共通科目

4

教職科目

2

4
2

2

科目区分 授業科目
設置年次及び単位

必修単位 科目区分 授業科目

※1

4

4

2

社会文化学

2

2

4

8

2

2

4

4

4

2

4

4

4

4

4

卒業論文 8

学
科
基
幹
科
目

資料学

4

歴史文化学

4

4

4

4

比較文化学

4

8

関連科目

2

2

2

2

2

4

4

2

2

2

2

2

計（74科目） 計88単位 ※2

2

2

2

4

8

10

4

4

8

4

別表
学術交流協定大学留学生対象科目
（掲載省略）P.190参照

教科教育法は（社会・地歴）Ⅰから（社会・公民）Ⅱ

まで合わせて4単位以内、教育実習は（中学校）Ⅰから

（高等学校）Ⅱまで合わせて4単位以内を卒業単位に算

入することができる。

必修68単位を含めて、88単位以上を修得しなければ

ならない。

他学部及び他学科において開設されている専門教育

科目を履修して修得した単位は、それぞれ8単位まで

卒業必修単位に算入することができる。

※1

※2


